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　高密度播種苗・露地プール育苗で省力化！～農事組合法人曲沢ファーム～

１．法人設立の経緯

　　平成１９年度から一定規模以上の認定農業者と集落営農を対象とした品目横断的経営安定対策が

　導入されることに伴い、由利本荘市の曲沢地区（旧由利町）では数度の話し合いの結果、集落営農

　組合が組織化されました。

　　発足当初は５年以内の法人化を目標しておりましたが、政権交代によるコメ政策や経営安定対策

　の見直しなどもあり、なかなか法人化には至りませんでした。

　しかしながら、農業者の高齢化等は待ったなしで進展するな

　か、経営の安定化などを見据えて、平成２８年（２０１６）

　２月、高橋俊吾（たかはししゅんご）さんを代表とする農事

　組合法人 曲沢ファームの設立が実現しました。

　　　設　立　平成２８年２月２日

　　　代　表　高橋　俊吾

　　　構　成　１６名（令和３年現在）

　　　所在地　由利本荘市曲沢字曲沢５９

２．経営の概要等

　　経営の概要（令和３年計画）は、水稲２４ｈａ、大豆１２ｈａ、枝豆６ｈａ、ブロッコリー

　０.１ｈａとなっており、約４２ｈａの農地で、臨時雇用を活用しながら農業生産を行っています

　　水稲のうち８.２ｈａは直播栽培で鉄黒コートでのコーティング種子を使用しています。普通の鉄

　コーティング種子ではコーティング後の発熱対策が必要になりますが、鉄黒コート種子はそれが不

　要になります。

　　さて、昨冬は雪が多く、特に県南部地区（仙北、平鹿、雄勝）では水稲育苗ハウスの倒壊など甚

　大な被害に見舞われ、パイプハウスの復旧が間に合わないことから露地でのプール育苗が大きく注

　目されています。

代表 高橋俊吾さん

（農）曲沢ファームの露地プール育苗（5月11日）
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（農）曲沢ファームでは、移植向けの水稲苗（１５.８ｈａ分、約２，０００枚）を、全て高密度播

　種苗（密苗）で１箱当たり約２７０ｇ播き、育苗器で加温出芽後、露地プールに移し、約２～２.５

　葉に育った苗を移植しています。１０ａ当たりの必要苗数は１１～１３枚と大きな省力化にもつな

　がっています。取り組み当初は、プール床が不均平だったり、枯死した苗もあったりと失敗もあっ

　たとのことですが、取り組み４年目となり、今では草丈の揃った青々とした苗が並べられていまし

　た。

　　栽培にあたっては、「安全・安心な農作物生産はもちろん、稲わらの腐熟促進などによる健全な

　土づくり、適期を逃さない肥培管理などを心がけている」と語ってくれました。

　　また、大豆・枝豆については、秋田県立大学と朝日アグリア(株)が共同開発した土壌改良効果も

　期待できるペレット肥料「まめリッチ」で栽培しています。

３．今後に向けて

　　現在、野菜（枝豆）の集荷選別所(兼)事務所を建設中であり、これにより労働環境が改善される

　見込みです。

　　また、将来的には全県で産地化が進展している長ねぎ栽培などに取り組んでみたいと構想を膨ら

　ませていました。

建設中の野菜集荷選別所（兼）事務所（５月１１日）
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　　　　　　　　　　　主要花卉の現状と栽培ポイント

　今月は、梅雨入りとなります。この時期は豪雨なども予想されますので、あらかじめ明渠（めい

きょ）を掘るなど気象災害に万全な対策を講じてください。降雨後は、病害の発生がし易くなります

ので、必ず薬剤散布による防除を行いましょう。年によっては空梅雨となり、好天続きで害虫の発生

が多くなることもあります。日頃の観察を怠らず、適期作業による高品質生産を心がけることが大切

です。また、この時期は真夏のような気温が続くことがあり、降雨の少ない日が多い場合は、圃場に

潅水するなど臨機応変に対応してください。

【露地ギク】：キクは、本県花卉生産の販売額第一位品目で、全体の約４割を占めています。

■摘芯した株から３～６本のわき芽が伸びていますので、そのわき芽が輪ギクで３本、小ギクで４～

　５本となるように整枝します。勢いが強い枝や

　弱い枝を付け根からかき取り、平均的な枝を残

　すのがポイントです。定植が遅れたところや側

　枝の伸びが悪い圃場では液肥や潅水を積極的に

　行い、ボリュームアップと初期生育の確保に努

　めてください。

■梅雨時期は「白さび病」の発生に注意！

　整枝が遅れ、枝や葉が込み合うと発生を助長し

　ますので、適期作業に努めてください。薬剤散

　布は１週間間隔で、予防剤を主体に発生を確認

　したら治療剤に切り替え、被害の拡大を防ぎま

　す。また、ハモグリバエ、アブラムシ、ミドリカスミカメムシ、キクスイカミキリムシ等も発生す

　る時期です。薬剤散布の際は殺虫剤も混用してください。

◎薬剤散布は、できるだけ午前中の涼しい時間帯に行い、周囲の農作物への飛散防止に十分注意しま

　しょう！

【トルコギキョウ（８月出荷作型）】：県南・中央地区で多く栽培され、９月～１０月出荷の抑制

栽培が主流となっています。

■草丈が１５～２０ｃｍになるとチップバーンや茎折れの発生が多くなります。これらの障害は、

多肥栽培や軟弱な株ほど発生しやすいため換気を図り、潅水過多にならないよう土壌水分管理に

注意してください。また、チップバーンの発生が多い品種や樹勢が強くなりすぎた場合は、定植

後１カ月頃から出蕾期にかけて、カルシウム質資材を１０日間隔で３～４回散布し予防しましょ

う。
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茎折れは、乾湿の差が大きいと助長されるため、発生しやすい品種は、１回の潅水量を抑え少量ずつ

こまめな潅水に努めてください。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■出蕾後の主枝中心花の摘蕾は、蕾が小豆大になったら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行ってください。摘蕾が遅れると蕾に栄養が取られ花蕾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のバランスが悪くなるため、摘蕾する蕾の大きさが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ｃｍ以内の時期まで実施してください。

【リンドウ】：平成１４年に作付けが始まって以降、水田転作に適した品目として中央、県南地区中

心に飛躍的に面積が拡大し、平成３０年度の販売額は５億円を突破。全国第２位の品目となっていま

す。

■６月は、茎の曲がりが発生しやすい時期なので、

　ネット上げはしっかりとおこないましょう。１番

　下のネットは草丈の半分の位置、最上段のネット

　は草丈の８割までの位置とし、２段目のネットが

　最上段と最下段の中間の位置になるように調整し

　ます。ネット上げの際にネットから茎がはみ出る

　場合があるので、ネット上げが終わったらはみ出

　た茎をネットの中に入れ込みます。この時、茎を

　折らないように注意してください。

■病害では「葉枯病」に加え、６月下旬から「褐斑病」が発生しやすくなります。６月下旬～７月下

　旬までの時期にストロビーフロアブルと「葉枯病」と同時防除できるダコニール１０００を用いて

　防除してください。

う。

【シンテッポウユリ】： 露地水田転作できる種子系のユリで、主に鹿角市と横手市で栽培されてい

ます。

■梅雨期は、「葉枯病」の発生が多くなる時期です。薬剤散布は新葉の展開速度に合わせ７～１０

日に１回としますが、降雨によって「葉枯病」の発生が助長されますので、降雨後は必ず散布し

てください。株全体に薬剤が十分かかるように行ってください。

■ネットの引き上げ時期が遅れると、曲がりの発生につながるので、こまめに引き上げを行ってく

ださい。
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【ダリア】： 平成１９年から本格的に栽培が始まり、県では国内有数のダリア育種家と連携して育成

した県オリジナル品種「ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア」を主体に生産振興を進めてきた結果、栽培面積及

び戸数ともに全国１位となっております。

ださい。

■生育が旺盛になる時期です。ネットを引き上げて曲がら

ないにようにしてください。下段のネットは地面から

２０～３０㎝の位置まで上げたら固定し、上段のネット

は生育に応じ適宜引き上げ、通路にはみ出てくる新芽は

軟らかいうちにネットの中に入れ込んでください。

■豪雨などで排水不良になりやすい圃場は、あらかじめ明

渠を掘るなど気象災害に万全な対策や準備をしてくださ

い。

◆各品種とも、うどんこ病やダニ、スリップス、アブラムシ等の病害虫が多く発生する時期です。

適宜に防除を行いましょう◆

◎品種ごとの詳細については、各産地の栽培暦や技術情報を順守してください

写真提供：秋田県秋田農業振興普及課
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　　　　　　　　石川佳純選手が産地直送通販サイト

　　　　　　「ＪＡタウン」の公式アンバサダーに就任！

　ＪＡ全農は、５月２５日に全農所属・卓球日本代表の石川佳純選手の『ＪＡタウン』公式アンバサ

ダーへの就任を発表しました。

　ＪＡタウンは、全農が運営する産地直送通販サイトで、石川佳純選手が公式アンバサダーとして毎

月「ＪＡタウン」の商品を注文し、実際に食べて楽しみながら、ＪＡタウンやＳＮＳ内で全国の旬の

国産農畜産物の魅力を伝えていきます。

　

写真左から：ＪＡ全農 桑田義文代表理事専務、石川佳純選手

就任式では、デモンストレーションが行われ、「ＪＡタ

ウンでは日本全国の旬の農畜産物など６，０００以上もの

商品が産地直送されています。」と説明を受けた石川選手

は、勝負めしの「焼肉」と旬の「メロン」をピックアップ

しました。（選出された商品は、今月のおすすめプレゼン

トキャンペーン商品となります：お知らせコーナ参照）

石川選手が自分に活力を与えたいときに食

べる”勝負めし”は「焼肉！！」と答え、

「試合前にも焼肉を食べてエネルギーを

チャージしている。」と話していました。

6 



　　　　　　　ドローンを利用した水稲鉄コーティング種子散播試験

　ＪＡあきた湖東とＪＡ全農あきた、東光鉄工株式会社は５月１３日、五城目町大川でドローンを利

用した水稲鉄コーティング種子の散播試験を実施し、ＪＡ職員、メーカーの担当者、生産者ら約１５

名が参加しました。

　鉄コーティング水稲直播栽培の普及拡大に向けた取組について、ＪＡ全農あきたは平成２９年度か

ら実施しており、令和元年度からはドローンを利用した鉄コーティング種子の散播試験を実施してい

ます。

　

　

　

　３年目の取り組みとなりますが、生産者からは「ドローンを利用した種子散播・除草剤散布に対し

必要性を感じている」と意見をいただきました。自動航行が可能なドローンを使用することで作業時

のオペレーターによる散播・散布ムラの改善が期待される上、種子処理剤を使用することで本田防除

作業の省力化も可能となります。ＪＡ全農あきたではドローンを利用した鉄コーティング種子散播普

及拡大に向け引き続き検討していきます。

今年度については、以下の取り組みを行いました。

１．初期害虫対策で鉄コーティング処理時に種子処理剤「ヨーバルシードＦＳ」を使用。

２．東光鉄工株式会社の新型機種ドローン「ＴＳＶーＡＱ２」を使用し、簡易自動航行にて２０ａ

分の種子８ｋｇを約１６分で散播。

３．種子散播後に除草剤「ヒエクリーン１キロ粒剤」を、旧型機種で手動散播。
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　　　　　　　　　　　　Ｖ２達成！秋田県産しいたけ三冠王！

　　　　　　　　　　　　　～出荷量・販売金額・販売単価で首位達成～

　京浜地区中央卸売市場において秋田県産しいたけは２０２０年度の出荷量・販売金額・販売単価が

１位となり、昨年度に続き「三冠王」を達成しました。しいたけの２０２０年度出荷量は前年度より

７４トン多い、２，３１５トンで、販売額は前年度より１憶３４００万円多い２７億７，１００万

円、１キロ当たりの販売単価は１，１９７円で、トップとなりました。

　秋田県はコメへの依存度が高い農業からの脱却を目指し、２０１７年度から「秋田のしいたけ販売

三冠王獲得事業」を開始。野菜や花などの園芸作物を大規模栽培する「園芸メガ団地」を推進し、し

いたけの生産体制の強化に取り組んできました。今後も高品質生産と安定生産に向けた産地ブランド

の確立を図り、早期に販売金額４０億円の達成を目指します。

５月３１日に「秋田のしいたけ販売三冠王Ｖ２達成記念式典」が開催され、代表して販売金額１億円以

上の４ＪＡ（ＪＡ秋田ふるさと、ＪＡ秋田やまもと、ＪＡ秋田おばこ、ＪＡこまち）の生産部会代表者に

あきた園芸戦略対策協議会の小原正彦会長から感謝状が贈られました。

秋田県産しいたけのブランド化を推

進するため、しいたけ取り扱いＪＡ

では※どんぐりマークと菌床製造地

表示のセット表示に取り組んでいま

す。

※どんぐりマーク：日本で伐採され

たほだ木および樹木を使用した菌

床・ほだ木から発生したしいたけの

証明

ＪＡ全農あきたでは、ＡＩ（人口知能）を

搭載した画像処理式選別機を導入。しいた

けの形や大きさを自動で選別し、選果作業

の負担を軽減するなど生産拡大に対応しま

秋田県産しいたけは、「肉厚で

ジューシー」など品質の高さが市場

から高い評価を受けています。
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　　　　　　　　　　　　　　カメムシ防除の徹底
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　　　　　　　　　夏の元気はお米でチャージ！

　　　　　秋田米「夏」キャンペーン

　ＪＡグループ秋田、ＪＡ全農あきたは、令和２年産米の消費拡大にあたり「夏の元気はお米で

チャージ！秋田米”夏”キャンペーン」を実施します。新型コロナウイルスの影響により、店頭でのＰ

Ｒ活動の自粛の中、キャンペーンを通じて秋田米の販売促進を図ります。また、売り上げの一部をも

とにフードバンクあきたを通じて県内で子ども食堂を運営している団体等に秋田米等を提供する予定

です。

◆応募シール

５ｋｇ以上：１口、５ｋｇ未満：２枚で１口

【キャンペーン内容】

◆実施期間：令和３年６月中旬～８月３１日

※当日消印有効

◆応募方法：対象の秋田県産米に貼付している応募

シール１枚１口（５ｋｇ未満は２枚で１口）を郵便は

がきに貼付し、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番

号・購入店舗・秋田県産米に対するご意見・ご感想を

ご記入のうえ応募ください。お一人様何口でもご応募

できます。（ハガキ１枚につき１口）

※画像はイメージです
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Ｚａ・あぐりふぉーむのメール配信申込み受付中です！

「Ｚａ・あぐりふぉーむ」は月１回のペースで発行（原則として毎月５日、無料）しています。

メール配信をご希望の方は、全農あきた営農支援部営農支援課（E-mailアドレス：zz_ak_einousien@zennoh.or.jp）まで、住所

（又は所属機関・団体名）・氏名・E-mailアドレスをお知らせください。

※頂いた個人情報は「Ｚａ・あぐりふぉーむ」の配付以外には使用いたしません。

毎月、全農所属石川佳純選手がＪＡタウンの公式アンバサダー

としてＪＡタウンの商品の中から２点選びます！その商品を期

間中に購入するとプレゼントが当たるキャンペーンを実施中で

す！石川選手も選んだ商品を実際に食べ、ＪＡタウンやＳＮＳ

で全国の旬の国産農畜産物の魅力を発信します！

【鶴岡メロン三昧（３玉）】を購入頂いた方の中から抽選で【但馬牛焼肉用・赤身（５００ｇ）】を５名にプレゼント

【但馬牛焼肉用・赤身（５００ｇ）】を購入頂いた方の中から抽選で【鶴岡メロン三昧（３玉）】を５名にプレゼント

商品！

今月の① ②

鶴岡メロン三昧（３玉） 但馬牛焼肉用・赤身（500ｇ）

キャンペーン期間

２０２１年５月２５日～６月８日

（第２回以降、毎月実施）

期間中に新規でＪＡタウンに入会した方を対象に、

「ＪＡタウン」で使えるクーポン１，０００円分を抽

選で１，０００名様にプレゼント！

応募期間：２０２１年５月２５日～６月２５日

応募方法：対象期間に「ＪＡタウン」の会員登録する

で検索！ ＪＡ全農あきたショップ
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